
§１８ 典型元素とその化合物Ⅰ

Ｐ oint.４３ アルカリ金属元素 → Ｌｉ･Ｎａ･Ｋ･Ｒｂ･Ｃｓ･Ｆｒ

①価電子 １ １価の 陽 イオン

②常温で水と激しく反応する 強いアルカリ性を示す

２Ｎａ ＋２Ｈ２Ｏ → ２ＮａＯＨ ＋ Ｈ２ 石油 に保存

③すべての塩は水に溶ける

④炎色反応を示す

Ｓｒ Ｌｉ Ｃａ Ｎａ Ｂａ Ｃｕ Ｋ

赤 橙 黄 緑 青 藍 紫

するりと かるく なわ ばり ほど く

⑤イオン化傾向が大きい 酸化されやすい → 還元 力

⑥アンモニアソーダ法 ・・・・ソルベー法

ＮＨ 3

（1） (5)
ＮａＣｌ ＮａＨＣＯ３ ＋ＮＨ４Ｃｌ

（2)
Na2CO ３

ＣａＣＯ３ (3) ＣＯ２ ＋ ＣａＯ

(4)
Ｃａ(ＯＨ)２

(1) ＮａＣｌ ＋ ＣＯ２ + ＮＨ 3 ＋ Ｈ２Ｏ → ＮａＨＣＯ３ ＋ＮＨ４Ｃｌ

(2) ２ＮａＨＣＯ３ → Ｎａ２ＣＯ３ ＋ ＣＯ２ ＋ Ｈ２Ｏ

(3) ＣａＣＯ３ → ＣａＯ ＋ ＣＯ２

(4) ＣａＯ ＋ Ｈ２Ｏ → Ｃａ(ＯＨ)２

(5) Ｃａ(ＯＨ)２ ＋ 2 ＮＨ４Ｃｌ → ＣａＣｌ２ + 2ＮＨ 3 + 2H2O

アルカリ金属の化合物

ＮａＯＨ 潮解性 Ｎａ２ＣＯ３ 風解性

Ｎａ２ＣＯ３ ＋ ２ＨＣｌ → ２ＮａＣｌ ＋ ＣＯ２ ＋ Ｈ２Ｏ

Ｎａ２ＣＯ３・ＮａＨＣＯ３を加熱する （Ｃｆ ＣａＣＯ３の時はどうか）

Ｎａ２ＣＯ３ → 反応しない アルカリ金属の炭酸塩は加熱により分解しない

２ＮａＨＣＯ３ → Ｎａ２ＣＯ３ ＋ ＣＯ２ ＋ Ｈ２Ｏ

ＣａＣＯ３ → ＣａＯ ＋ ＣＯ２ ＮａＨＣＯ３ ふくらし粉
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Ｐ oint.４４ ２族 典型元素 → Ｂｅ･Ｍｇ Ｃａ･Ｓｒ･Ｂａ･Ｒａ

アルカリ土類金属元素

①価電子 ２ ２ 価の 陽 イオン

②水との反応

Ｃａ ＋ ２Ｈ２Ｏ → Ｈ２ ＋ Ｃａ(ＯＨ)２ (常温）

Ｍｇ ＋ ２Ｈ２Ｏ → Ｈ２ ＋ Ｍｇ(ＯＨ)２ （高温）

③炎色反応を示す Ｂｅ･Ｍｇは示さない

④ＭｇとＣａの違い

Ｍｇ・Ｂｅ Ｃａ・Ｓｒ・Ｂａ

水酸化物 Ｍｇ(ＯＨ)２ ↓弱塩基性 Ｃａ(ＯＨ)２ 溶ける 強塩基性

硫酸塩 ＭｇＳＯ４ とける ＣａＳＯ４ ↓ ＢａＳＯ４ ↓

ＭｇＣＯ３ ↓ ＣａＣＯ３ ↓ ＢａＣＯ３↓

炎色反応 示さない 示す

カルシウム Ｃａの化合物

（１） Ｈ２Ｏ

Ｃａ Ｃａ（ＯＨ）２

(7) Ｏ２ (2) ＣＯ２

（６） （５）

ＣａＯ ＣａＣｌ２ ＣａＣＯ３ ＣａＯ

(8) Ｈ２Ｏ HCl (3) (4) 加熱

ＣＯ２ 加熱

Ｃａ（ＯＨ）２ Ｃａ（ＨＣＯ３）２

(1) Ｃａ ＋ ２Ｈ２Ｏ → Ｈ２ ＋ Ｃａ(ＯＨ)２

(2) Ｃａ（ＯＨ）２＋ ＣＯ２ → ＣａＣＯ３ ＋ Ｈ２Ｏ

(3) ＣａＣＯ３ ＋ ＣＯ２＋ Ｈ２Ｏ → Ｃａ（ＨＣＯ３）２

(4) Ｃａ（ＨＣＯ３）２ → ＣａＣＯ３ ＋ ＣＯ２＋ Ｈ２Ｏ

(5) ＣａＣＯ３ → ＣａＯ ＋ ＣＯ２

(6) ＣａＣＯ３ ＋ ２ＨＣｌ → ＣａＣｌ２ ＋ ＣＯ２ ＋ Ｈ２Ｏ

(7) ２Ｃａ ＋ Ｏ２ → ２ＣａＯ

(8) ＣａＯ ＋ Ｈ２Ｏ → Ｃａ(ＯＨ)２

ＣａＳＯ４･２Ｈ２Ｏ セッコウ ＣａＣ２ 炭化カルシウム･カーバイド

ＣａＳＯ４･1/２Ｈ２Ｏ 焼きセッコウ
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